
芝商業高校　令和5年度　年間授業計画
教科：（　国語　）科目：（　現代文Ｂ　） 　単位数：　２　単位　対象：（ ３学年 ）

使用教科書：現代文Ｂ（教育出版）

使用教材：現代文Ｂ学習課題ノート（教育出版）　パスポート国語必携(桐原書店)　常用漢字アルファ（桐原書店）

・「高校生活で得たもの」等のテーマに従った文章を具体的事例を用いて的確に表現する力を養
う。
・「序論・本論・結論」を踏まえた論の展開を意識し、文章を構築できるようにする。

提出物

授業への取組み

（関心・意欲・態度）

8

第二部　評論（一）
「虚構のリアリズム」岡　真理

○評論文を中心に様々な文章を読む。
○現代文の長文読解演習を行い、読解力を高める
○時事問題を挙げて話し合いを行い、自己の意見を発する能力を高める。

定期考査

提出物

授業への取り組み

（関心・意欲・態度）

4

4

第二部　小説（三）
「舞姫」　森　鴎外

小論文・作文演習・時事問題考察

○古典的名作を読み、登場人物の心情の揺れに密着して小説を読む方法を学ぶ。
〇明治文語文の文体に慣れる。
〇語句の意味を正確にとらえ、美しい描写や表現に触れることによって言語感覚をみがく。
〇明治の日本の中で生きる主人公を考え、国家と個人の関係、公と私の問題を考える。
〇森鴎外の生い立ちから『舞姫』執筆までを理解する。

定期考査

提出物

授業への取り組み

（関心・意欲・態度）

定期考査

提出物

授業への取り組み

（関心・意欲・態度）

8

8

定期考査

提出物

授業への取組み

（関心・意欲・態度）

〇論理の展開や事例の意味を的確にとらえながら読む。
〇筆者の発想をとらえながら読み、発想の転換によって生じる多角的な視点を身につける。
〇「『である』ことと『する』こと」の視点に立った考え方を、自らの問題として考える。

第一部　評論（五）
「『である』ことと『する』こと」
　　　　　　　　　　　　　丸山　真男

定期考査

提出物

授業への取り組み

（関心・意欲・態度）

指導内容
【年間授業計画】

科目の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

評価の観点
方法

予定
時数

3
月

１
～
２
月

月

月

月

６
月

９
月

７
月

○実際の問題を解きながら、今まで培った知識をもとに小論文を書き、方法を学ぶ。
○推薦入試を受験する生徒はエントリーシートや過去問題を具体的に執筆する。
○1学期に引き続き、時事問題の考察を行う。

４
月

５
月

3

2

8

8

「パスポート国語必携」

随想
「同情トイフコト」
大江健三郎

・随想の展開を丁寧にたどり、筆者の心情と主張を正確に読み取る。
・家族を含めた登場人物を丹念にを描くことによる筆者の現代社会に対する鋭い考察を読みと
り、多角的で深い視点を養う。
・独特の視点や論理展開、平易な中に意味深長な表現を含んだ文章を読み味わう。

表現
相互に評価して小論文の構成を考
えよう

・社会生活の中から課題を見つけ、小論文を書く。
・自分の主張を的確に文章で伝えるために、小論文の構成を考える。
・小論文の構想メモをお互いに評価し合い、人間や社会について考えを深める。

10

11
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